
地域の情報をお届け！ 広島北部トピックス

安
芸
高
田
地
区
稲
作
経
営
者
協
議
会
は

8
月
19
日
、安
芸
高
田
地
域
法
人
協
議
会

と
合
同
で
、高
宮
町
の
羽
佐
竹
地
域
で
草

刈
機
の
実
演
会
と
鳥
獣
害
対
策
研
修
会
を

開
催
し
、会
員
ら
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

実
演
会
で
は
ハ
ス
ク
バ
ー
ナ・ゼ
ノ
ア

㈱
の
業
界
初
親
子
式
傾
斜
地
専
用
草
刈
機

「
べ
ロ
ー
ン
」の
実
演
が
行
な
わ
れ
、傾
斜

地
の
上
か
ら
親
機
を
操
作
し
て
草
を
刈
り

取
っ
て
い
き
ま
し
た
。傾
斜
地
の
角
度
は

20
度
か
ら
最
大
60
度
ま
で
対
応
が
可
能

で
、子
機
は
８
ｍ
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

傾
斜
地
で
の
人
の
手
に
よ
る
草
刈
り
は

転
倒
な
ど
様
々
な
危
険
が
伴
い
ま
す
が
、

「
べ
ロ
ー
ン
」は
斜
面
の
上
で
の
親
機
の

走
行
と
ウ
イ
ン
チ
の
操
作
で
安
全
に
作
業

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、急
斜
面
を
登
り
降

り
す
る
身
体
的
負
担
も
少
な
く
、作
業
の

省
力
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

稲
作
経
営
者
協
議
会
の
廣
政
公
一
会
長

は「
中
山
間
地
域
の
田
や
畑
の
管
理
は
傾

斜
地
が
多
く
、安
心
し
て
作
業
が
で
き
る

よ
う
に
、こ
れ
か
ら
の
普
及
に
期
待
し
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
と
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま

は
酒
造
好
適
米
の
産
地
視
察
を
毎
年
開
催

し
て
お
り
、9
月
3
日
に
は
広
島
中
央
地

域
と
広
島
北
部
地
域
で
視
察
が
行
な
わ

れ
、広
島
県
酒
造
協
同
組
合
の
役
職
員
と

酒
米
委
員・広
島
県
立
総
合
技
術
研
究
所

の
職
員・酒
米
部
会
長・営
農
指
導
員
ら
38

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
高
宮
酒
米
部
会
の
松
川

秀
巳
部
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で「
高
温

が
続
い
た
た
め
未
熟
粒
や
同
割
れ
粒
の
増

加
の
懸
念
が
あ
る
が
、高
品
質
な
酒
米
を

供
給
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

広
島
北
部
地
域
で
は
高
宮
町
に
て
㈱
雄

飛
会
の「
八
反
35
号
」・「
八
反
錦
1
号
」・

「
こ
い
お
ま
ち
」・「
改
良
雄
町
」・「
千
本
錦
」、

清
水
和
幸
さ
ん
の「
萌
え
い
ぶ
き
」の
圃

場
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
し
、生
育
状
況
や
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
後
に
情
報
交
換
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

大
朝
地
域
女
性
部
の
13
名
は

9
月
13
日
に
大
朝
店
前
米
倉
庫

で
青
空
市
を
開
催
し
、女
性
部

員
が
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
や

『
家
の
光
』記
事
活
用
グ
ル
ー

プ「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」が
作
っ
た

手
芸
品
の
販
売
を
行
な
い
ま
し

た
。地
域
の
人
々
の
集
い
の
場

と
し
て
利
用
を
し
て
も
ら
お
う

と「
語
ら
い
サ
ロ
ン
」も
併
設

し
、来
場
者
は
お
し
ゃ
べ
り
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。今
年
度

の
青
空
市
は
年
2
回
の
開
催
を

計
画
し
て
お
り
、次
回
は
11
月

29
日
に
開
催
予
定
で
す
。お
楽

し
み
に
！

向
原
地
域
女
性
部
は
シ
ニ
ア
親
睦

会
を
9
月
5
日
に
向
原
支
店
で
開
催

し
、向
原
地
域
女
性
部
の
役
員
と
部

員
ら
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

『
家
の
光
』9
月
号
の
付
録「
脳
活

の
ス
ス
メ
」を
使
っ
た
昭
和
に
関
す

る
ク
イ
ズ
で
頭
の
体
操
を
し
た
後
は
、

折
り
鶴
を
使
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

歌
と
体
操
の
時
間
で
は
歌
を
歌
い
な

が
ら
体
を
動
か
し
、笑
顔
で
閉
会
し

ま
し
た
。

参
加
者
は「
同
じ
町
内
に
住
ん
で

い
て
も
会
う
こ
と
が
な
か
な
か
無
い

の
で
、久
し
ぶ
り
に
話
を
す
る
こ
と

が
出
来
て
良
か
っ
た
。引
き
続
き
元

気
で
ま
た
次
の
行
事
も
参
加
を
し
た

い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

傾
斜
地
の
草
刈
り
を
安
全
に

広�

島
の
酒
で
乾
杯
を
！�

～
酒
造
好
適
米�

産
地
視
察
～

地�

域
の
集
い
の
場
づ
く
り�

～
大
朝
地
域
女
性
部
～

い�

く
つ
に
な
っ
て
も
活
動
を
楽
し
ん
で�

～
向
原
地
域
女
性
部
シ
ニ
ア
親
睦
会
～

▲�実演を行なうハスクバーナ・
ゼノア㈱の社員

▲�酒米の状態を確認する参加者ら

▲�買物のやりとりにも笑顔がこぼれます

▲�ビンゴゲームを楽しむ部員

広島北部地域
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単位：日、㎏、円
性別 父 母の父 母の祖父 日令 体重 価格 性別 父 母の父 母の祖父 日令 体重 価格

雌

北美津久 耕富士 安福久 299 325  605,000 

去
勢

福之姫 安福久 安茂勝 271 362  942,700 
美津金幸 美津照重 安茂勝 293 375  552,200 福之姫 美国桜 百合白清２ 284 349  797,500 
花勝百合 百合福久 美国桜 275 336  544,500 福之姫 安福久 隆之国 280 374  773,300 
黒笹波 勝白 福栄 304 307  518,100 百合美 美国桜 勝忠平 273 350  771,100 
福之鶴 諒太郎 安福久 273 334  485,100 福之姫 安福久 百合茂 284 341  ★770,000 
花勝百合 美津照重 北国７の８ 281 284  478,500 福之姫 百合白清２ 美津照重 278 390  ★760,100 
知恵久 安福久 勝忠平 302 313  478,500 福之姫 百合茂 安福久 287 333  729,300 
美津金幸 百合茂 安福久 305 360  474,100 福之姫 安福久 百合茂 303 373  727,100 
貴隼桜 美国桜 安福久 325 352  474,100 福之姫 美津照重 安福久 257 328  707,300 
福之姫 百合茂 茂勝 296 324  473,000 茂晴花 幸紀雄 勝忠平 270 321  701,800 

★マークは管内からの出品牛です。

子牛市場成績  種雄牛別せり成績（せり価格上位10傑）８月21日

水
稲
の
作
柄
概
況

８
月
30
日
に
農
水
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
本

年
度
の
広
島
県
の

水
稲
作
柄
概
況
は

「
平
年
並
み
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
～
９
月
の
猛

暑
に
よ
り
、収
量・

品
質
低
下
の
圃
場

も
あ
り
ま
し
た
。

タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培

タ
マ
ネ
ギ
の
生
育
適
温
は
15
～
20
℃
の
冷

涼
な
気
候
が
適
し
、10
℃
以
下
で
は
生
育
が

遅
く
な
り
ま
す
。葉
が
重
な
り
合
っ
て
肥
大

し
た
球
状
の
鱗
茎
を
食
べ
る
野
菜
で
す
。

【
1
】土
壌
条
件

タ
マ
ネ
ギ
は
根
群
の
発
達
は
旺
盛
で
は
な

く
過
乾
燥
す
る
と
生
育
が
著
し
く
阻
害
さ
れ

る
の
で
、有
機
質
に
富
ん
だ
保
水
性
の
良
い

土
壌
が
良
い
。土
壌
pH
は
６・３
～
７・８
の

中
性
土
壌
が
最
適
な
の
で
石
灰
資
材
等
を
早

め
に
施
用
す
る
。水
分
は
３
月
中
旬
頃
ま
で

は
多
い
ほ
ど
生
育
が
良
く
、ほ
と
ん
ど
湿
害

は
見
ら
れ
な
い
が
そ
れ
以
降
の
球
肥
大
期
に

入
る
と
湿
害
が
出
や
す
い
。

【
2
】圃
場
の
準
備

定
植
の
１
カ
月
前
に
土
づ
く
り
肥
料
を
施

用
し
て
耕
し
て
お
く
。７
～
10
日
前
に
元
肥

を
施
し
耕
起
砕
土
す
る
。

マ
ル
チ
栽
培
の
場
合
は
土
壌
水
分
が
十
分

に
あ
る
と
き
に
マ
ル
チ
を
す
る
。（
雨
の
後
）

【
3
】定
　
植

【
4
】追
　
肥 （
目
安
）

早
出
し
栽
培（
極
早
生・早
生
）

１
回
目
…
…
…
…
…
12
月
下
旬

２
回
目（
止
め
肥
）…
２
月
上
中
旬

貯
蔵
栽
培（
中
生・晩
中
生
）

１
回
目
…
…
…
…
…
１
月
上
旬

２
回
目
…
…
…
…
…
２
月
上
旬

３
回
目（
止
め
肥
）…
３
月
上
旬
ま
で
に

⇒
�

貯
蔵
性
を
高
め
る
に
は
多
肥・遅
肥
を
避

け
ま
し
ょ
う
！
腹
８
分
目
栽
培

【
5
】収
　
穫

球
の
肥
大
が
充
実
す
る
と
葉
が
弱
く
な
り
、

風
等
で
簡
単
に
倒
伏
す
る
。こ
れ
は
球
が
成

熟
し
た
印
で
あ
る
。収
穫
は
倒
伏
が
あ
る
程

度
揃
っ
て
か
ら
、１
週
間
後
を
目
安
に
行
な

う
。球
に
糖
分
が
蓄
積
さ
れ
、お
い
し
く
て
貯

蔵
性
の
高
い
タ
マ
ネ
ギ
が
で
き
る
。収
穫
は

晴
天
の
日
を
選
定
し
、２
～
３
日
天
日
干
し

し
た
後
雨
の
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
良
い
場

所
に
吊
る
す
。

※�

タ
マ
ネ
ギ
は
気
温
の
低
い
と
き
に
育
て
る

の
で
、比
較
的
病
害
虫
は
出
に
く
い
作
物

で
す
が
、予
防
す
る
の
が
大
前
提
で
す
！

春
の
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

水
　稲

感謝祭において広島北部地域管内の農産物品評会を開催いたしますので、
多数の出品をお願いします。

詳しい出品要領につきましては、10月のふれあい活動日で配布します
「ＪＡひろしま　広島北部地域　感謝祭　農産物品評会出品案内」
をご覧ください。

生育イメージ

野
　菜

▶POINT
早撒きによる大苗はトウ立ちや分球、極端な
小苗は活着不良や生育不良の原因になります。

収　穫
倒伏後１週間（首がや
わらかくなった頃）を
目安に、球の充実を
待ってから収穫する

貯　蔵
葉が半乾きになった頃
５～10球ひもで縛り
風通しの良い所に吊る
す

ＪＡひろしま 広島北部地域  感謝祭ＪＡひろしま 広島北部地域  感謝祭
農産物品評会　出品物募集農産物品評会　出品物募集

1．開　催　日　令和６年11月９日（土）
2．会　　　場　ＪＡひろしま 広島北部地域 営農経済センター　低温倉庫内
　　　　　　　　（安芸高田市美土里町横田4227-9）
3．出品物の受付　各支店購買課店舗・アグリセンターまたは営農経済センター
　　　　　　　　【11月８日(金)午前11時までに持ち込みをお願いします。】
　　　　　　　　※非売品は受付をしませんのでご了承ください。
☆びっくりコーナー
　　　大きなもの・長いもの等の農産物を募集します。

広島北部地域広島北部地域

なるほどえ～のぅ!営農情報
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トピックスに載せきれない活動をご紹介します！

未来へ遺せる安全な野菜作りを～広島県家の光大会～

お知らせカレンダー月11 年金相談会年金 《吉　田》  9時～15時
《千代田》10時～15時

その他予定 アグリセミナー
講義予定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

�

千
代
田
支
店

産
直
市
の
日

�

吉
田
支
店

�

吉
田
支
店

広
島
北
部
地
域�

感
謝
祭

◆
加
工
品
表
示
に
つ
い
て

�

吉
田
支
店

�

千
代
田
支
店

ふ
れ
あ
い
活
動
日

�

吉
田
支
店

�

吉
田
支
店

�

吉
田
支
店

�

吉
田
支
店

RCCテレビ「つなぐ大地の絆」に
広島北部地域の農家が出演されました！

※ 講習会の定員は20名程度とさせていただきます。
（申し込み順）受講を希望される方は30日前までに
電話で申し込みください。

開催場所 産直市「ベジパーク安芸高田」２階研修室
重点講座

日にち 時　間 内　容

12/3（火） 10：00～11：30 適切な農薬・肥料講習

【12月の講習】

［連絡先］
　安芸高田市　　地域営農課　　　　　　TEL 47-4021
　ＪＡひろしま　地域営農経済センター　TEL 54-0814

ブドウ生産者が交流
～ブドウ栽培研修会～

８月20日に安芸高田市とＪＡひろしま広島北部地域
による「アグリセミナー」のブドウ栽培研修会が広島
県立吉田高等学校の実験場で開催され、ベジパーク安
芸高田などの産直生産者ら24名が参加しました。この
研修会は地元の生産者と同校生徒がブドウ栽培を通じ
て交流を深めることを目的としており、アグリビジネ
ス科によるブドウ栽培への取り組みに関する報告が行
なわれた後は、生徒がガイドとなって圃場を見学し、
生産者同士の情報交換も行な
われました。アグリビジネス
科３年の菅原穂乃花さんは

「これまでの実習で学んだこ
ともちゃんと説明をすること
ができ、自分の自信に繋がっ
た」と話しました。 ▲参加者へ説明を行なう

　菅原さん（写真左）

▲農事組合法人�東山
　山
やま
田
だ
��優
ゆう
二
じ
さん（千代田）

　（写真右から2番目）

▲足
あしめん
免��弘

ひろふみ
章さん（向原町）

　家の光三誌等の記事活用体験発表などを通じて、組合員や家族の幸せづくりと元気な地域づ
くりを目指して、９月９日に「令和６年度 広島県家の光大会」が開催され、広島北部地域から
は八千代地域女性部の安清純子さんが「ボカシ肥料で人にも環境にもやさしい農業を」をテー
マに、先輩部員から引き継いで長年作り続けているボカシ肥料の活動について発表しました。

　ＪＡグループ広島では農業の魅力を伝える「つなぐ大地の絆
-Baton-season2」を放送しています。広島県内の生産者や農業
を応援する人々の様子を紹介していますので、ぜひご覧ください。

ＲＣＣテレビ公式 H P・YouTube
からご覧いただけます。
HP：https://tv.rcc.jp/baton/ ▲ QR コード

受けたい講座だけ
受けられる！受講料 無料

9/27 放送 10/3 放送

広島北部地域

もっと！JAひろしま　広島北部地域版　2024.10 IV


